
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































促す活動となった要因は、４－３で挙げた ① 、② のとおりである。環境設定型の表現活動
を取り入れることで、子どもたちの気づきをより多く引き出す機会につながり、結果、表現
の幅を限定することなく、保育者の無意識の操作も介在しにくい無垢な表現、純粋な表出に
つながった。事例１では素材との関わり、素材の理解、工夫も見られた。幼稚園教育要領、
表現領域では、「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性
や表現する力を養い、創造性を豊かにする。」??とねらいにしている。環境設定型の表現活
動は「自分になりに」を最大限引き受ける活動主題のあり方の一つと言える。「自分なり」
は子どもの数だけ事例がある。着地点は一つでは無い。保育経験の長い保育者は、ねらいを
設定し、ねらいを軸に環境構成、導入を含めた保育を立案する。しかし、実際、保育経験の
浅い保育者ほど、結果＝着地点を先行して決定し、保育計画を結果に擦り合わせていくプロ
セスを採用する傾向が少なくない。環境設定型を保育に採用することで、保育者が子どもた
ちの主体性の力、可能性を認識しやすい点においてもメリットがある。保育者の想定を超え
た表現に出会う機会につながり、これは保育のやりがいに大きく寄与するところであろう。
　最後に、事例２は事例１に劣る活動という結論ではない。今回、子どもの自発性を尊重で
きる製作時の環境の視点から考察すると、事例１が有効であったが、事例２レクチャー型の
表現作品のほうが作品の色彩が鮮やかであり、作品としては汎用性が高く、万人に評価され
やすいという見方も可能である。作品を行事に活用するなどの流れがあれば、行事とのつな
がり、飾るなどのねらいが立てることができ、今回の検証とは別の角度の評価につながるで
あろう。
????
　本研究は遊び絵、モダンテクニック???と言われる表現技法をテーマとした実践を採用
した。レクチャー型の保育であっても子どもにとって技法が初めての体験の場合、活動主題
の要素は多少含まれる。しかし、保育現場では技法、表現方法全てが子どもにとって経験さ
れたものであり、その上でプラモデル型製作を行う場面も少なくない。製作を全くのオリジ
ナルで立案する保育者は多くない。多くの保育者は書籍、インターネット等で製作モデルを
目にし、実践を行う場合が多い。そして製作モデルを無目的に実践し、子どもをただ作るだ
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けの作業者としてしまう保育、つまり表現主題の保育となってしまう場合が少なくない。そ
こで製作モデルをねらいのある活動に組み込み、子どもの自由な発想を引き受ける活動主題
とする保育計画のあり方について今後検討する必要がある。
　表現や製作に関する書籍等に導入や展開について、特に学生が手に取りやすいビジュアル
が豊かで手に取りやすい書籍については導入、展開について述べられていない場合が多い。
製作方法のみの記載となっており、書籍を開いている状況では学生が導入や展開について検
討する機会が生まれにくく、結果、検討することなく実践してしまう。養成課程表現領域の
講義を担当するものとして、この流れについて、講義以外のアプローチで具体的に対応すべ
きと考えている。
????
　本実践は中野圭祐教諭（東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎）の環境設定を参考にしたも
のである。子どもの気づきにねらいを置いた環境設定、環境設定によって保育者が意識せず
に子どもの気づきを奪っている事例を参考に立案した。中野先生と実践の場を提供くださっ
た学芸の森保育園に謝辞を述べたい。
?
注１） 学芸の森保育園は、実践写真の研究利用について保護者の同意を得ている。
注２） 事業内の活動記録写真を広報、研究利用に同意いただき実践を行っている。
注３） 造形教育においては、デカルコマニーを含むモダンテクニックの技法は、戦後早い時期か
ら取り入れられ、1950年代後半の美術教育関連雑誌には特集が組まれているほど普及して
いた。??
????
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